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一 般 質 問  〜 市政を問う 〜

　

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
独

居
、
日
中
独
居
の
世
帯
が
増

え
、
認
知
の
高
齢
者
が
ひ
と

り
で
留
守
番
す
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
る
。
団
塊
の
世
代

が
75
歳
に
な
る
２
０
２
５
年

に
向
け
て
、
国
は
認
知
に

な
っ
て
も
地
域
で
生
き
て
い

け
る
ま
ち
づ
く
り
を
せ
よ
と

言
っ
て
い
る
。
目
標
と
課
題

は
。

健
康
福
祉
部
長
認
知
症

は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

ン
タ
ー
は
稼

働
率
が
低

く
、
空
い
て

い
る（
表
参

照
）。
巡
回

バ
ス
の
便
も

よ
い
。
地
域

福
祉
拠
点
を

目
指
し
、
ま

ず
は
高
齢
者

サ
ロ
ン
の
開

設
を
。

健
康
福
祉
部
長
関
係
部
署

と
協
議
し
、
課
題
等
を
整
理

す
る
。

市
長
今
後
の
維
持
管
理
や

修
繕
を
考
え
る
と
、
公
共
施

設
の
床
面
積
を
30
％
減
ら
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。
縦
割
り
で

は
な
く
施
設
の
有
効
活
用
を

考
え
て
い
く
。

不
登
校
へ
の
支
援
強
化
を

　

不
登
校
の
低
年
齢
化
、
ひ

き
こ
も
り
の
長
期
化
、
そ
し

て
悲
惨
な
自
殺
の
調
査
結
果

が
内
閣
府
か
ら
示
さ
れ
た
。

市
で
は
、
市
江
コ
ミ
ュ
ニ

5
人
に
一
人
の
３
８
７
０
人

を
見
込
ん
で
い
る
。
外
出
困

難
者
の
増
加
も
見
込
ま
れ

る
。

　

認
知
症
対
策
強
化
、
介
護

重
症
化
予
防
、
医
療
と
介
護

の
連
携
、
高
齢
者
の
社
会
参

加
と
支
え
あ
い
体
制
づ
く

り
、
在
宅
介
護
支
援
の
充
実

が
課
題
だ
。

　

介
護
度
の
軽
い
人
は
地
域

で
お
世
話
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
適
応
指
導

教
室
が
１
つ
あ
る
の
み
で
、

佐
織
・
八
開
地
区
の
子
ど
も

は
通
い
切
れ
て
い
な
い
。
更

に
１
教
室
開
設
す
べ
き
で

は
。教

育
部
長
佐
織
地
区
に
試

験
的
に
開
設
す
る
こ
と
を
検

討
す
る
。

　

高
校
生
の
不
登
校
生
徒
へ

の
対
応
は
で
き
な
い
の
か
。

教
育
部
長
義
務
教
育
の
範

疇
で
行
う
の
で
難
し
い
。

そ
の
他
の
質
問

◉
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、

保
育
士
・
児
童
ク
ラ
ブ
指

導
員
の
確
保
は
、
市
の
責

任
で
行
え
。

コミュニティセンターで
高齢者サロン開設を

吉川 三津子 議員

　関係部署と協議し、課題を整理する
健康福祉部長

▲高齢者支援活動

▲コミュニティセンター　利用率一覧

講堂 
集会所

研修室 
会議室 和室1 和室2 実習室 農業文研

コーナー 平 均

永　和 30% 23% 12% 8% 18.25%
西　保 20% 13% 8% 3% 11.00%
市　江 32% 10% 9% 3% 13.50%

立田北部 12% 14% 5% 5% 9.00%
立田南部 11% 5% 13% 2% 7.75%
勝　幡 25% 21% 8% 18.00%
町　方 23% 13% 1% 12.33%
川　渕 9% 7% 3% 6.33%
草　平 21% 11% 1% 11.00%
藤　浪 59% 37% 25% 40.33%
八　開 18% 12% 8% 15% 13.25%


